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史
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藤
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は
じ
め
に 

 
 

日
本
史
の
必
修
科
目
化
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
「
日
本
人
な
の
に
日
本
の
こ

と
を
知
ら
な
い
高
校
生
が
い
る
」
、
「
自
分
の
国
の
歴
史
を
学
ぶ
べ
き
」
と
い

う
よ
う
な
大
き
な
声
が
世
間
の
耳
目
を
引
き
つ
け
、
意
図
的
な
主
張
に
流
さ
れ

て
の
政
治
決
定
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
せ
っ
か

く
な
の
で
、
必
修
に
な
っ
た
日
本
史
を
、
す
で
に
必
修
の
世
界
史
の
視
点
か
ら

あ
ら
た
め
て
見
な
お
し
、
比
較
し
て
み
た
い
。
こ
れ
は
「
日
本
史
と
は
何
な
の

か
、
日
本
と
は
何
な
の
か
、
日
本
史
で
何
を
教
え
る
べ
き
な
の
か
」
を
再
検
証

す
る
絶
好
の
機
会
で
も
あ
る
。 

 

こ
れ
ま
で
の
世
界
史
教
育
で
は
、
有
史
以
来
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ

ア
と
い
う
場
所
が
前
提
と
し
て
あ
っ
て
、
そ
こ
に
元
々
フ
ラ
ン
ス
人
や
ド
イ
ツ

人
や
イ
タ
リ
ア
人
が
住
ん
で
い
て
、
そ
の
人
た
ち
が
統
一
国
家
を
造
る
、
と
い

う
歴
史
的
展
開
を
な
ぞ
る
こ
と
が
い
わ
ば
柱
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
今
で
は
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
で
国
民
国
家
フ
ラ
ン
ス
が
始
ま
り
、
ド
イ
ツ
統
一
は
一
八
七
一

年
、
イ
タ
リ
ア
の
統
一
は
一
八
六
一
年
で
、
こ
こ
で
や
っ
と
国
民
国
家
ド
イ
ツ

や
イ
タ
リ
ア
が
誕
生
、
と
い
う
こ
と
を
重
視
す
る
よ
う
に
変
化
し
た
。
歴
史
学

が
国
民
作
り
に
奉
仕
す
る
と
い
う
役
割
を
よ
う
や
く
捨
て
去
り
、
科
学
的
な
実

証
に
基
づ
く
歴
史
教
育
が
歴
史
的
事
実
を
も
と
に
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

か
ら
で
あ
る
。 

 

振
り
返
っ
て
「
日
本
史
」
を
見
て
み
る
と
、
「
い
つ
日
本
が
形
成
さ
れ
た
か
」

「
日
本
に
主
権
国
家
は
い
つ
成
立
し
た
か
」「
国
民
国
家
が
い
つ
成
立
し
た
か
」

へ
の
歴
史
学
的
検
証
の
視
点
が
捨
象
さ
れ
た
ま
ま
成
り
立
っ
て
き
た
。
歴
史
的

に
見
て
「
日
本
」
と
「
日
本
人
」
は
有
史
以
来
存
在
し
て
い
た
、
な
ど
に
な
ん

ら
疑
い
を
持
た
な
い
で
日
本
史
必
修
化
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
歴

史
教
育
の
危
機
で
あ
ろ
う
。 

 

国
民
国
家
と
は 

 
 

国
民
国
家
は
近
代
以
降
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
誕
生
し
た
。
近
世
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
画
定
さ
れ
た
国
境
線
に
よ
り
区
切
ら
れ
た
一
定
の
領
域
を
有
し
、
主
権
を
持

つ
に
至
っ
た
国
家
が
も
と
と
な
り
、
そ
の
領
域
に
住
む
人
た
ち
が
、
「
国
民
」

と
し
て
の
一
体
性
の
意
識
を
共
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
政
治
単
位
の
こ
と
で
あ

る
。
「
国
民
は
共
通
な
言
語
を
持
ち
、
共
通
の
文
化
が
あ
り
、
共
通
な
価
値
観

を
持
つ
」
。
こ
う
い
っ
た
極
め
て
近
代
的
な
こ
と
を
、
あ
た
か
も
有
史
以
来
あ

っ
た
よ
う
に
描
く
歴
史
が
「
一
国
史
」
と
し
て
一
九
世
紀
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
成

立
し
、
そ
れ
が
学
校
教
育
を
通
じ
て
、
各
国
史
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
「
フ
ラ
ン
ス
人
」
「
ド
イ
ツ
人
」
「
イ
タ
リ
ア
人
」
が
生
ま
れ
て
く
る
よ

う
に
な
っ
た
。 

こ
こ
に
「
十
字
架
と
三
色
旗
」
（
谷
川
稔
著 

山
川
出
版
社
）
と
い
う
本
が

あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
近
代
国
民
国
家
形
成
に
と
っ
て
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
出
発
点

で
あ
る
こ
と
、
独
仏
戦
争
敗
北
後
の
第
三
共
和
政
下
で
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
確

立
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
手
法
が
と
ら
れ
た
か
を
、
教
育
を
中
心
に
て
い
ね
い

に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
最
大
の
革
命
性
は
、
日
常
的
に
王

権
を
支
え
続
け
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
対
す
る
文
化
革
命
に
あ
っ
た
こ
と
、
カ

ト
リ
ッ
ク
が
独
占
し
て
い
た
教
育
を
国
家
が
継
承
し
た
こ
と
、
そ
の
目
的
は
よ

き
フ
ラ
ン
ス
の
公
民
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
国
民
教
育
は
フ
ラ
ン
ス
革
命



に
さ
か
の
ぼ
る
と
い
う
重
要
な
指
摘
で
結
ん
で
い
る
。 

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
教
育
部
分
を
担
当
し
た
コ
ン
ド
ル
セ
は
、
教
会
権
力
か
ら

教
育
を
切
り
離
し
、
宗
教
教
育
を
公
教
育
か
ら
排
除
す
る
と
い
う
き
わ
め
て
近

代
的
な
教
育
施
策
を
提
唱
し
た
。
こ
の
教
育
改
革
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
政
下
で
は

後
退
し
た
。
し
か
し
ナ
ポ
レ
オ
ン
体
制
下
に
お
い
て
も
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク

を
フ
ラ
ン
ス
の
救
国
者
と
し
て
た
た
え
る
と
い
う
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
の
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
は
進
ん
で
い
た
。 

フ
ラ
ン
ス
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
火
が
つ
く
の
は
、
普
仏
戦
争
敗
北
後
の
第

三
共
和
政
時
代
で
あ
っ
た
。
教
会
か
ら
公
教
育
を
国
家
が
取
り
上
げ
フ
ラ
ン
ス

国
民
を
形
成
す
る
た
め
の
フ
ェ
リ
ー
法
が
一
八
八
二
年
に
議
会
を
通
過
し
、
無

償
・
義
務
・
世
俗
化
と
い
う
近
代
公
教
育
が
フ
ラ
ン
ス
で
成
立
し
た
。
公
教
育

の
学
校
で
は
、
ラ
テ
ン
語
で
は
な
く
共
通
の
フ
ラ
ン
ス
語
が
、
そ
し
て
古
代
か

ら
フ
ラ
ン
ス
が
ガ
リ
ア
と
し
て
存
在
し
て
き
た
と
す
る
「
フ
ラ
ン
ス
史
」
が
教

え
ら
れ
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
は
国
民
の
英
雄
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

以
上
の
よ
う
な
主
張
を
読
ん
だ
時
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
世
界
に
先
駆
け
て
自

由
と
平
等
を
獲
得
し
完
成
し
た
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
革
命
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
馴
れ

て
い
る
わ
れ
わ
れ
日
本
人
と
し
て
は
、
革
命
の
評
価
に
大
き
な
変
化
を
要
求
さ

れ
る
。
な
に
し
ろ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
宗
教
改
革
以
降
勢
力
を
後
退
さ
せ
、
代

わ
っ
て
絶
対
主
義
の
時
代
は
王
が
強
大
な
権
力
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
そ
の
王

と
結
び
つ
い
た
貴
族
・
聖
職
者
を
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
が
都
市
民
衆
と
と
も
に
打
倒
す

る
の
が
フ
ラ
ン
ス
革
命
で
あ
っ
た
、
と
い
う
理
解
の
し
か
た
だ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。 実

は
こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
革
命
理
解
は
、
第
三
共
和
政
下
で
造
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
日
本
で
は
マ
ル
ク
ス
主
義
的
歴
史
観
が
強
い
時
期
に
、
フ
ラ
ン
ス

以
上
に
真
剣
に
受
け
止
め
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
世
界
史
教
師
た
ち
が

フ
ラ
ン
ス
革
命
に
長
い
時
間
を
と
っ
て
情
熱
的
に
革
命
を
語
り
、
フ
ラ
ン
ス
に

憧
憬
れ
る
生
徒
を
養
成
し
て
き
た
。
し
か
し
ソ
連
解
体
に
よ
っ
て
マ
ル
ク
ス
主

義
歴
史
理
論
が
そ
の
有
効
性
を
失
う
と
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
修
正
主
義
的
に
見

る
の
が
歴
史
学
の
主
流
と
な
り
、
上
記
の
よ
う
な
本
が
生
ま
れ
て
く
る
に
至
っ

た
の
で
あ
る
。 

国
民
国
家
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
は
ド
イ
ツ
も
同
様
で
あ
る
。
現
在
も
バ
イ
エ
ル

ン
王
国
主
体
の
南
ド
イ
ツ
と
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
主
体
の
北
ド
イ
ツ
は
政
治
的
に

相
反
す
る
部
分
が
明
白
だ
が
、
そ
れ
で
も
一
九
世
紀
末
に
統
一
さ
れ
、
こ
こ
か

ら
国
民
国
家
ド
イ
ツ
が
造
ら
れ
て
ゆ
く
。
統
一
ド
イ
ツ
文
化
を
支
え
た
の
は
グ

リ
ム
兄
弟
で
あ
る
。
彼
ら
に
よ
る
ド
イ
ツ
語
辞
典
は
現
在
の
ド
イ
ツ
語
の
基
本

文
献
に
な
っ
て
い
る
し
、
彼
ら
が
蒐
集
し
た
「
固
有
の
民
話
」
で
あ
る
グ
リ
ム

童
話
は
ド
イ
ツ
人
の
根
本
的
心
性
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。

た
だ
し
近
年
の
研
究
で
は
フ
ラ
ン
ス
の
ペ
ロ
ー
童
話
集
か
ら
の
借
用
も
か
な
り

あ
っ
た
ら
し
く
、
「
固
有
の
民
話
」
に
は
疑
問
符
が
つ
く
よ
う
で
あ
る
が
。 

イ
タ
リ
ア
で
も
プ
ロ
セ
ス
は
同
様
で
あ
っ
た
。
一
八
六
一
年
の
イ
タ
リ
ア
王

国
成
立
時
に
は
、
後
に
イ
タ
リ
ア
語
と
な
る
ト
ス
カ
ナ
語
は
イ
タ
リ
ア
人
の
約

３
％
し
か
し
ゃ
べ
れ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
統
一
イ
タ
リ
ア
、
国
民
国
家
イ
タ

リ
ア
が
近
代
の
た
ま
も
の
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
。 

こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
ふ
れ
な
い
が
、
イ
ギ
リ
ス
も
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
も
ロ
シ

ア
も
、
フ
ラ
ン
ス
同
様
、
一
九
世
紀
に
国
民
国
家
を
形
成
し
た
。
こ
の
プ
ロ
セ

ス
は
同
時
期
の
日
本
に
も
あ
て
は
ま
る
。
明
治
維
新
は
一
八
六
八
年
、
イ
タ
リ

ア
の
統
一
は
一
九
六
一
年
、
ド
イ
ツ
の
統
一
は
一
八
七
一
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
フ

ェ
リ
ー
法
成
立
は
一
八
八
二
年
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
日
本
の
近
代
化
＝

国
民
国
家
形
成
と
す
る
な
ら
ば
、欧
米
に
遅
れ
て
い
た
と
は
と
て
も
言
え
な
い
。

日
本
は
「
鎖
国
」
ゆ
え
に
欧
米
か
ら
遅
れ
た
と
い
う
図
式
は
、
「
産
業
革
命
」



開
始
時
期
以
外
の
部
分
で
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。 

 

民
族
と
は
？ 

欧
米
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
一
九
世
紀
に
広
が
る
と
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
に
は

「
国
民
」
と
い
う
意
味
に
「
民
族
」
と
い
う
意
味
が
付
加
さ
れ
て
い
く
よ
う
に

な
る
。 

「
一
民
族
＝
一
国
家
」
に
基
づ
く
民
族
自
決
と
い
う
風
潮
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を

お
お
い
、
二
〇
世
紀
に
な
る
と
世
界
中
に
広
ま
る
。
ド
イ
ツ
人
が
ゲ
ル
マ
ン
民

族
か
ら
形
成
さ
れ
、イ
ギ
リ
ス
人
が
ア
ン
グ
ロ
＝
サ
ク
ソ
ン
族
か
ら
形
成
さ
れ
、

フ
ラ
ン
ス
人
は
フ
ラ
ン
ク
族
か
ら
形
成
さ
れ
た
と
い
っ
た
具
合
に
、
ロ
ー
マ
帝

国
末
期
の
ゲ
ル
マ
ン
人
移
動
を
極
め
て
大
き
く
評
価
し
、
そ
こ
に
「
国
民
国
家
」

の
原
点
の
「
民
族
」
を
持
っ
て
き
た
。 

 

日
本
に
あ
っ
て
は
「
古
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
」
縄
文
人
と
「
新
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
」

弥
生
人
が
混
血
し
て
現
在
の
「
日
本
人
」
が
形
成
さ
れ
た
、
と
い
う
の
が
「
日

本
史
」
の
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
日
本
人
」
は
、
大
陸
に
住
む
「
朝
鮮

人
」
や
「
中
国
人
」
と
は
切
り
離
さ
れ
、
古
代
か
ら
日
本
に
住
み
続
け
た
と
さ

れ
る
。
現
行
指
導
要
領
で
も
「
我
が
国
に
お
け
る
国
家
の
形
成
」
を
大
和
朝
廷

の
成
立
に
お
き
、
古
代
の
日
本
と
現
在
の
日
本
を
直
線
的
に
つ
な
げ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
大
和
朝
廷
の
日
本
人
と
今
の
日
本
人
は
共
通
の
日
本
人
な
の
で
あ

る
。 こ

う
し
た
「
民
族
」
概
念
の
裏
側
に
は
「
人
種
」
概
念
が
存
在
す
る
。
見
た

目
も
同
じ
人
々
が
、
宗
教
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
に
わ
け
ら
れ
、「
人

種
の
違
い
」
を
理
由
と
し
て
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
が
行
わ
れ
た
二
〇
世
紀
の
歴
史
を

わ
れ
わ
れ
は
持
っ
て
い
る
。 

「
国
民
＝
民
族
＝
人
種
」
と
い
う
非
科
学
的
概
念
は
、
二
〇
世
紀
終
了
と
と

も
に
学
問
か
ら
は
過
ぎ
去
っ
た
。
し
か
し
現
実
を
振
り
返
れ
ば
、
一
般
大
衆
の

な
か
に
は
根
強
く
こ
の
見
方
が
残
り
続
け
て
い
る
。
政
治
家
の
う
っ
か
り
発
言

は
後
を
絶
た
な
い
が
、
そ
の
根
幹
に
は
そ
れ
が
明
ら
か
に
存
在
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
歴
史
学
で
は
消
え
た
非
科
学
的
見
方
は
、
歴
史
教
育
で
は
い
ま
だ

に
消
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。 

 

「
人
種
」
と
は
？ 

人
種
に
つ
い
て
教
科
書
の
記
述
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

「
日
本
人
の
原
型
は
こ
う
し
た
ア
ジ
ア
大
陸
南
部
の
古
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
（
蒙
古

人
種
）
に
あ
り
、
そ
の
後
の
弥
生
時
代
以
降
に
渡
来
し
た
新
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド

と
の
混
血
を
繰
り
返
し
て
、
現
在
の
日
本
人
が
形
成
さ
れ
た
」（
山
川
出
版
・

詳
説
日
本
史
） 

「
人
種
は
、
皮
膚
の
色
や
毛
髪
の
色
や
形
と
い
っ
た
身
体
的
特
徴
に
基
づ
く
分

類
で
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
・
コ
ー
カ
ソ
イ
ド
・
ネ
グ
ロ
イ
ド
に
分
け
ら
れ
る
。
」

（
二
宮
書
店
・
地
理
Ｂ
）  

「
人
種
は
皮
膚
の
色
や
骨
格
な
ど
、
遺
伝
的
な
特
徴
に
よ
る
生
物
学
的
な
分
類

に
基
づ
く
も
の
で
、
普
通
ネ
グ
ロ
イ
ド
、
コ
ー
カ
ソ
イ
ド
、
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド

の
三
大
分
類
が
一
般
的
で
あ
る
」
（
桐
原
書
店
・
政
治
経
済
） 

「
人
種
に
よ
る
分
類
と
は
、
身
長
・
頭
の
形
・
皮
膚
の
色
・
毛
髪
と
い
っ
た
身

体
の
特
徴
に
よ
っ
て
、
人
類
を
わ
け
よ
う
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
人
種
の
違
い
を
優
劣
と
結
び
つ
け
る
考
え
は
、
一
九
世
紀
以
来
欧
米
で

さ
か
ん
に
な
っ
た
。
し
か
し
今
日
で
は
、
人
類
を
人
種
に
よ
っ
て
分
類
し
た

り
、
人
種
間
に
優
劣
の
差
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
に
は
科
学
的
根
拠
が
な
い

と
さ
れ
て
い
る
。
」
（
山
川
出
版
・
詳
説
世
界
史
Ｂ
） 

山
川
の
詳
説
世
界
史
は
あ
る
意
味
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
る
が
、
地
理
、
政
治



経
済
で
は
「
人
種
」
の
記
載
は
こ
の
程
度
に
減
っ
て
い
る
。
だ
が
日
本
史
の
教

科
書
は
前
述
し
た
山
川
の
詳
説
日
本
史
の
よ
う
な
記
述
が
ほ
と
ん
ど
で
、
人
種

由
来
の
日
本
人
論
を
そ
の
ま
ま
記
し
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
国
家

と
し
て
の
日
本
は
古
代
か
ら
あ
る
こ
と
、
そ
れ
を
形
成
し
た
日
本
人
と
は
他
と

区
別
し
た
日
本
人
で
な
く
て
は
困
る
と
い
う
事
情
で
あ
る
。 

 

な
ぜ
「
人
種
」
が
日
本
史
以
外
の
教
科
書
か
ら
消
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

世
界
史
の
教
科
書
の
記
述
ど
お
り
な
の
で
あ
る
が
す
こ
し
詳
し
く
見
て
み
よ

う
。 

 

二
〇
世
紀
末
ま
で
、
人
類
の
進
化
の
説
明
は
「
他
地
域
進
化
説
」
が
主
流
で

あ
っ
た
。
こ
の
説
に
依
れ
ば
、
わ
が
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
は
北
京
原
人
が
進
化
し
た

後
裔
で
あ
り
、
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
進
化
し
、
ジ
ャ
ワ

原
人
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
原
住
民
に
進
化
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
説
に
従
え
ば

「
人
種
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
地
域
に
よ
っ
て
様
々
な
「
人
種
」
が
存
在
す

る
こ
と
に
な
る
。 

と
こ
ろ
が
最
近
で
は
人
類
の
「
ア
フ
リ
カ
単
一
起
源
説
」
が
有
力
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
現
代
人
す
べ
て
に
共
通
す
る
太
古
の
母
親
は
２
０
万
年
前
の
ア

フ
リ
カ
に
い
た
女
性
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
が
正
し
い
な
ら
ば
、
「
人
種
」

な
る
も
の
の
存
在
は
否
定
さ
れ
る
。
「
ア
フ
リ
カ
単
一
起
源
説
」
が
主
流
に
な

り
広
ま
る
こ
と
で
「
人
種
概
念
」
が
教
科
書
等
か
ら
姿
を
消
し
て
い
っ
た
よ
う

だ
。 

 
 

「
人
種
」
と
い
う
概
念
を
否
定
す
る
人
種
差
別
撤
廃
条
約
（
一
九
六
五
年
）

を
早
く
か
ら
批
准
し
た
欧
米
で
は
、
「
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｅ
（
人
種
）
」
と
い
う
概
念
を

用
い
る
人
々
を
「
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
」
と
呼
ぶ
。
す
な
わ
ち
日
本
語
に
訳
せ
ば
人

種
差
別
主
義
者
の
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
日
本
が
こ
の
条
約
を
批
准
し
た
の

は
よ
う
や
く
一
九
九
六
年
で
あ
り
、
批
准
の
遅
れ
か
た
を
見
る
と
、
「
人
種
」

概
念
が
日
本
で
は
今
も
ま
だ
生
き
残
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

「
西
洋
科
学
は
大
航
海
時
代
以
降
、
西
洋
と
オ
リ
エ
ン
ト
、
植
民
者
と
被
植

民
者
、
白
人
と
有
色
人
種
と
い
っ
た
二
項
対
立
的
な
図
式
が
現
在
明
ら
か
に
な

り
、
他
者
を
つ
く
る
プ
ロ
セ
ス
に
『
人
種
論
』
が
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
」

（
「
歴
史
の
中
の
差
別
」
日
本
経
済
評
論
社 

貴
堂
嘉
之
著
） 

 
 

以
上
の
よ
う
な
西
洋
中
心
の
歴
史
の
見
方
の
中
に
「
非
科
学
的
な
も
の
」
が

多
く
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
も
歴
史
教
育
の
重
要
な
役
割
の
よ

う
で
あ
る
。 

 

日
本
人
と
は
？ 

 
 

「
私
た
ち
の
ル
ー
ツ
は
大
陸
の
広
い
地
域
に
散
ら
ば
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
さ

ま
ざ
ま
な
時
代
に
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ト
を
経
由
し
て
こ
の
日
本
列
島
に
到
達
し

融
合
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
人
が
成
立
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
す
」「
私

た
ち
は
し
ば
し
ば
国
の
成
立
と
集
団
と
し
て
の
日
本
人
の
成
立
を
お
な
じ
も
の

と
見
な
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
見
て
い
け
ば
両
者
は
分
け
て
考

え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
わ
か
り
ま
す
。
」
（
「
日
本
人
に
な
っ
た
祖
先
た
ち
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス 

篠
田
謙
一
著
） 

 
 

最
新
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
か
ら
見
え
て
き
た
の
は
現
段
階
で
は
以
上
の
よ
う
な
結

論
で
あ
る
ら
し
い
。
そ
の
意
味
で
は
日
本
史
教
科
書
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
な

「
日
本
人
」
の
「
日
本
史
」
は
か
な
り
無
理
の
あ
る
理
論
の
よ
う
で
あ
る
。
明

治
以
来
、
国
民
国
家
日
本
建
設
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
日
本
史
は
朝
鮮
・
中
国

と
は
歴
史
的
に
乖
離
さ
せ
た
歴
史
を
作
り
上
げ
て
き
た
。
第
二
次
大
戦
以
降
も

こ
の
よ
う
な
「
一
国
史
」
が
残
っ
た
背
景
に
は
、
朝
鮮
や
中
国
で
見
ら
れ
る
よ

う
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
必
要
性
と
い
う
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
も
と
、
他
国

と
は
異
な
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
造
り
上
げ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ



う
。
我
が
日
本
史
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

 
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
が
ド
イ
ツ
で
あ
る
か
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
か
を
め
ぐ
っ

て
、
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
は
近
代
以
降
、
普
仏
戦
争
、
第
一
次
世
界
大
戦
、
第

二
次
世
界
大
戦
と
三
度
の
大
き
な
戦
争
を
行
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
ド
ー
デ

の
「
最
後
の
授
業
」
を
読
む
と
、
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
の
人
が
日
常
的
に
フ

ラ
ン
ス
語
を
話
し
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
に
と
ら
わ
れ
る
が
、
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ

ー
ヌ
で
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
語
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
と

フ
ラ
ン
ス
は
こ
の
戦
争
の
反
省
か
ら
Ｅ
Ｕ
を
結
成
し
、
欧
州
議
会
を
ア
ル
ザ
ス

の
州
都
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
に
お
い
た
。
い
わ
ば
そ
の
前
提
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス

史
・
ド
イ
ツ
史
と
い
う
「
く
く
り
」
か
ら
歴
史
を
解
放
し
た
と
い
え
る
。 

 
 

一
方
、
日
本
と
朝
鮮
、
中
国
と
の
関
係
を
み
る
な
ら
ば
、
一
国
史
を
楯
に
対

峙
す
る
か
ぎ
り
領
土
問
題
が
発
生
す
る
の
は
当
然
と
言
え
よ
う
。
国
民
国
家
日

本
も
国
民
国
家
中
国
も
国
民
国
家
韓
国
も
、
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け

て
成
立
し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
以
前
の
帰
属
を
問
う
こ
と
は
意
味
が
な

い
こ
と
で
あ
る
。
領
土
問
題
を
そ
れ
以
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
問
う
と
こ
ろ
に
混

乱
が
あ
る
の
だ
。 

 

お
わ
り
に 

 

人
類
学
、
歴
史
学
で
は
こ
の
数
十
年
、
今
ま
で
の
常
識
が
大
き
く
変
わ
る
よ

う
な
発
見
が
な
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
成
果
が
歴
史
教
育
に
生
か
さ
れ

て
き
た
か
と
い
う
と
そ
う
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
神
奈
川
県
で
は
世
界
史
教
育

推
進
委
員
会
を
中
心
と
す
る
メ
ン
バ
ー
が
山
川
出
版
社
か
ら
『
世
界
史
を
ど
う

教
え
る
か
』
を
出
版
し
た
の
は
、
こ
の
部
分
を
埋
め
よ
う
と
い
う
意
図
か
ら
で

あ
り
、
拙
い
な
が
ら
も
目
に
見
え
る
か
た
ち
に
し
よ
う
と
し
た
。 

歴
史
の
研
究
者
の
ほ
う
か
ら
も
こ
の
動
き
に
対
し
て
の
応
え
が
あ
る
。
神
奈

川
の
高
校
生
に
毎
年
授
業
実
践
を
し
て
い
る
大
阪
大
学
の
桃
木
至
朗
教
授
は

『
わ
か
る
歴
史 

面
白
い
歴
史 

役
に
立
つ
歴
史
』
（
大
阪
大
学
出
版
会
）
を

出
版
さ
れ
た
。
高
校
の
歴
史
教
員
に
読
ん
で
ほ
し
い
研
究
書
で
あ
っ
て
、
現
在

の
研
究
動
向
を
歴
史
教
育
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
欲
作
と
い
え
る
。 

時
代
遅
れ
で
誤
っ
た
歴
史
を
生
徒
に
教
え
る
危
う
さ
に
そ
ろ
そ
ろ
気
づ
い

て
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
歴
史
小
説
」
に
描
か
れ
て
い
る
歴
史

は
確
か
に
歴
史
を
身
近
な
も
の
に
し
た
点
で
は
評
価
す
べ
き
だ
が
、
実
は
本
当

の
歴
史
と
は
か
な
り
違
う
、
と
い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
教
え
る
こ
と
こ
そ
が
歴

史
教
員
の
つ
と
め
で
あ
る
と
思
う
。 


